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　電気化学発光（Electrochemiluminescence、ECL）は、電極表面での電気化学反応を利用する発光

の一種です。ECL の応用としてイムノアッセイ（免疫測定法）が挙げられ、すでに臨床診断や抗原定

量検査などで実用化されています。現在、ルテニウムなどの貴金属錯体が ECL 材料として用いられて

いますが、原料の安定供給や低コスト化の観点から、代替材料として純有機物が注目されています。

しかし、有機 ECL 材料のボトルネックとして、電気化学的に生成させた中間体の安定性が一般的に低

く、ECL を発する前に分解してしまうという問題がありました。本研究では、有機物の蛍光色素に分

子レベルで防護具を装着させる電気化学的な手法を開発しました。具体的には、有機ホウ素化合物の

トリスペンタフルオロフェニルボラン（TPFB）を防護具に選択し、蛍光色素と溶液中で混ぜるだけで

装着できました。この防護具が中間体を著しく安定化することを見出し、蛍光色素のシリーズの ECL

強度を最大で 156 倍にまで向上させることに成功しました。現在、得られた ECL 材料を電極に固定化

し、イムノアッセイへの応用に向けた検討を進めています。
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